
令和7年度補正予算 地域の事業者間連携を通じた物流生産性向上推進事業

【事業実施背景】
新聞発行部数の減少により新聞配送網の空き輸送力が増加する一方、物流の2024年問題によるドライバー不足や都市部の交通
混雑が課題となっており、既存物流資源を活用した共同物流が求められている。

新聞配送網深夜混載実証

事業概要

事業内容

協議会名：異業種混載による深夜・早朝スマート納品推進協議会

新聞配送網の空き輸送力を活用し、異業種混載による深夜・早朝共
同配送とスマート納品を実証するとともに、昼間の交通混雑緩和や
全国展開可能な共同物流モデルを構築する。

Point

協議会構成員
東京都、朝日産業株式会社、株式会社朝日新聞社、ダイキン工業株式会
社、Sustainable Shared Transport株式会社、株式会社canuu

【事業実施による効果および目標】
○新聞配送網の空き輸送力を活用した異業種混
載・スマート納品を実証し、物流の2024年問題へ
の対応、昼間の交通混雑の緩和及び脱炭素化に資
する共同物流モデルを構築する。
○事業効果は、物流効率化、環境負荷低減及び労働
生産性の3つの観点から、下表のKPIにより定量的
に検証する。

想定事業実施効果

積載率 ２０％向上

CO2排出量 30％削減

1件あたりの納品時間 １０分短縮
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